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来日するミャンマー人が急増しています。出入国在留管理庁が公表しているデータによれば、２０２２年１２

月時点で在留届のあったミャンマー人の数は５６，２３９人でしたが、２０２３年１２月には８６，５４６人と約３万

人増えており、３７，２４６人であった２０２１年１２月と比べれば約２．３倍に増えています。資格別でみると、技

術・人文知識・国際と呼ばれる所謂技人国ビザでの滞在が前年比１９０％増、特定技能が前年比５２６％増、

留学が前年比１９３％増と全体的に増えていることがわかります。 

 

２０２４年３月末に出入国在留管理庁が発表した特定技能在留外国人数は２３２，０５６人でしたが、うちミ

ャンマーは国別で４位となる１５，０７３名。資格別でみれば最も多いのが介護分野の４，７３０名。続いて飲食

料品製造業分野の２，８３９名、外食分野の２，２１９名となっています。２０２４年７月現在、ミャンマー国内に

おける特定技能試験は介護、建設、農業、宿泊、外食の５業種が行われています。 

 

独立行政法人国際交流基金などが主催し、毎年７月と１２月に全世界で行われる日本語検定試験（ＪＬＰ

Ｔ）の、ミャンマーでの受験申請者数は２０２３年度は２０２，７３７人と、海外での国別受験者数では中国の３１

９，５８３名に次ぐ２番目に多い人数でした。３番目に多い１０４，０２４人の韓国の約２倍にも上ります（４番目

は台湾の７８，０４８人）。在留外国人として最も多いベトナム（６３，４８２名）の３倍強となっています。中国や

韓国、台湾については、日本への就労や技能実習などを目指す人数は少ないと想像できることから、人手不

足が深刻な日本にとって、ミャンマーは注目に値する国の一つとなっています。 
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